
破傷風についてのお知らせ 

破傷風は，けがの傷口が土などで汚れていると感
染します。手袋や長靴の着用により，できるだけ肌
を露出しないようにし、作業後は手を洗いましょう。 

ボランティアの皆さまへ 

破傷風 
とは？ 

●土の中には破傷風菌が存在しています。外傷を負い，
傷口から破傷風菌が侵入した場合に，破傷風に感染す
ることがあります。 

どんな 
症状が 
出るの？ 

●感染すると，３～２１日後になって，全身のこわばり
や筋肉のけいれんが起こります。 

●はじめは，顎や首の筋肉のこわばりや口があけに
くくなり，こわばりが全身に広がることもあります。重
症の場合は死に至ることもあります。 

傷口に土が付いたり，がれき等でけがをした場合
には，傷口をよく洗い，医師の診察を受けましょう。 

●外傷を負い，土などで汚染された場合には，速やか
に傷口を洗浄してください。 

●万一，けがをして３週間くらいの間に破傷風の症状
がみられたら，すぐに医療機関を受診してください。 

 もし感染 
 したら？ 

●40代以上の方は免疫が十分ではありません。 

●破傷風の予防接種を受けることで，接種開始後２ヶ
月程度で免疫をつけることができます。 

●特にけがをしやすい作業に従事する方は，予めワク
チンを接種すると効果的です。 

ワクチン 
はある？ 

被災地で作業をする際には十分ご注意ください。 

熊本県 


